
取ってから荷受人に引渡すまでの矧聞をLづ。鉄道は貨物の託

送をうけ，これを受取った以上相当の期間内にその迷送を完了

し，荷受人に引渡さなければならないことは運送人としての当

然、の義務であるが， 実際には何が相当の期間であるかを個々の

運送契約ごとに定めるこ とは困難であるので， 法律は引渡期間

の制度を設け，これにより荷受人が貨物の引渡しをうける予定

期間を知るこ とができると ともに， 貨物の延着による鍋害賠償

の場合の延着の基準となしている(商法第 577 条，鉄道営業法

第 12 条)。貨物の引渡期間は列車または連絡紛を指定した場合

を除き，発送期間， 接続期間，輸送期間および集配期間から成

り立っており ，これらの各期間の 日数を合算したものが引渡期

間となっている(鉄道運輸規程第 31 条) 。

(1) 発送期開 発駅における発送準備および岩駅における引

渡準備に要する期間で 2 臼聞とな っている。 (2) 輸送期開 発

釈から着駅までの貨物の輸送に主要する期間で，鉄道および自動

車線にあっては述i主計算経路の営業キ ロ 程に より 160km まで

ごとに 1 日 ， 航路においては青森 ・ 函館間および小湊・函館間

は 2 日，その他の航路は各 1 日とな っ ている。 (3) 接続期間

鉄道から航路に連絡する場合で， 接統駅においてつぎの使船ま

で待合せのために要する期間であるが，現在のところ国鉄には

これを定める必要のある航路はない。 (4) 集配期間 貨物の集

貨または配達のため必要とする期間で，現在は国鉄の責任にお

いて配達する宅扱貨物についてのみ配達矧聞を 1 日と定めてい

る。列車または連絡船を指定した貨物については，引渡期聞は

いちじるしく短縮され，発送期間，輸送期間等に関係な く ， 荷

送人が指定した列車または連絡船が，着駅に到着すべき時刻か

ら 24時間を経過したときをもって，引vSt期間満了の ときとして

いる。国鉄の資任とならない事由たとえば暴風雨により列車が

不通とな っ たため，貨物の引渡しが遮れた場合には，その遅延

した日数だけ引渡期聞は延長されたものとみなされる。また釈

留貨物については， 到着通知を発信したとき(通知不要のもの

については， 引渡準備完了のとき)が，引渡期間内であれば現実

に号 I VStしたときが引渡期間経過後であっても延着とはならない。

ー」損害賠償。

参考文献喜安健次郎著運送営業。(経 重臣)

ひきわたしし ょ うめいし ょ 引渡証明書発駅または着駅に

対し，貸主から貨物を確かに荷受人に引渡した事実の証明方の

諮求があった場合に発行する証明書。現在は貨物受託後 3 箇月

以内にかぎりこの訪求に応ずることになっている。(1!i:森直樹)

ひきわたしふのうにもつ 引渡不能荷物

1 引渡不能荷物の発生

手荷物および小荷物は駅留であるときは到着通知の発信，配

達であるときは配達諮負人へ引き継ぐ等の諸作業を速かに行う

が， さらに一定期間内に引取り の申出のない駅留荷物について

は引取りの催告い荷物受取の催告)を行い，また荷受人不明

等の配達荷物については照会状の発信iを行い， 引渡しの促進に

万全を期している。しかし， つぎのような引渡不能の荷物が発

生することは避けられない。

(1) 引渡しに関して争いがある荷物 (2) 荷受人が引取りを

拒絶した荷物 (3) 荷受人の転居または不明等の荷物。

2 引渡不能荷物の処理

引渡不能荷物が発生したときは，鉄道はつぎによって処理し

ている。

(1) 期間を定め発駅を経て荷送人の指示を求めその指示にし

たがって荷物を処理する。

(2) 荷送人の指示を所定期日までに受理できないような場合

ひきわたしふ

~I}U 引 率2 

号 \.

3 l決答迦i ll'，!f何 l語E 被救護者に対する旅客巡.í'i:割引証は，

国鉄において作製し ， ~1:1官庁を経て被救護施設または団体に

配付 され，その施設または団休はこれに番号，指定番号 ， 梁車

船区間，使用者の氏名および年齢， 発行年月日を発行者(施設

または団体の代表者)が記入して本人に交付することとなって

おりその綴式はつぎのとおりである。

表

国鉄 ・ 連絡社線とも 3 等性 illi l泉谷運賃の 5~引j

被救護者旅客主m割引証

首1 号
l問号|

駅から

駅まで

及び年 齢
才)

1立び年 齢
才)

3 ~ 5 1却j
及び出j 引率

1I11荊! 王手 月 日発行

発行者 所在 地

施設代表者氏 名

(発行以) (発行年月日) (来事券寄号)

E
O

∞
.
N【

9.1 cm 

lJ! 

(注意)

()) このmu引証は、旅客及び荷物述送規則第 75 条の規定に

よる施設において救護又は保護を受ける者及び国鉄にお

いて必要と認める付添人が旅行する場合に限って使用す

ることができる.

(2) このmu引iliEの番号 ・ 指定番号 ・乗車船区間1. 使用者の

氏名及び年船 ・ 発行年月日は、 発行者が記入しなければ

ならない.

131 発行者が記入する事項を記入せず交付した制引症は、

無効とする.

(4) この自)J引証によ って往復衆車券を購求するときは、 緊

Jl1船区間の右方余白に L往復1 と、又、付添人だけ往復

策耳I券を購求する場合は L付添人目 t且1 と 記入 し‘使用

者の印を押さなければならない.

151 この制引車Eは、 記名人に限って使用することができる .

(6) この訓引証に紀入した事項を訂正した峨合は‘ 次の証

IVlがあるものに限って有効とする.

イ 発行者の記入する事項については発行者の公印

ロ 使用者の記入する事項については使用者の飽印

(7) この山UV l iliEの有効期間は、発行の 日から 1 箇月とす

る.

15 0 1 一一一

(平林喜三巡)

ひきわたし 引渡 し (貨物の) 迎送のため発駅において貸主

から鉄道への貨物の引渡 し，あるいは主I!送の終了として着駅に

おいて貸主に貨物の引vSt しをすることをいう。(重森直樹)

ひきわたしきかん 引渡期間 運送人が荷送人から貨物を受




